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（（３３））青青少少年年

①① 重重点点目目標標

１ 『おかや子育て憲章』の理念に基づき、「地域の子どもは地域で育てる」ため、子どもと親がとも

に成長できるよう子育て支援の推進を図る。

２ 青少年育成関係団体や関係機関と連携・協働し、青少年が健全に成長するための環境づくりの向上

に努める。

②② 令令和和６６年年度度重重点点施施策策

１ 二十歳を祝う会開催事業

２ 青少年活動育成支援事業

３ 環境浄化・青少年非行防止活動事業

４ 塩嶺野外活動センター管理事業

③③ 主主なな事事業業

１ 子ども会育成会活動

（ ）「子どもは子どもの中で育つ」を行動指針として掲げ、地域子育ての中心的組織である岡谷市子

ども会育成連絡協議会と協力して、子どもの健全育成を図る事業を進める。

（ ）地区の子ども会育成会活動の推進を図るため、地域リーダー育成研修会等を行い、指導者や育成

者の養成に努めるとともに、子どもの自主性や協調性を育む活動を実施する。

（ ）中高生ボランティアで組織する岡谷市リーダーズ倶楽部※が各種事業を企画運営するとともに、

参加した小中学生を指導・引率し、普段の生活では経験できない野外活動等を通じて自主性や協

調性を育む。

※令和６年度岡谷市リーダーズ倶楽部部員数 ５名

令和６年度の主な事業

事 業 名 事 業 内 容

わんぱくアドベン

チャー

年齢の異なる子どもたちが、野外活動施設に宿泊しながら、家庭や学校では普段体

験できない活動を通じて、自主性や協調性を育み、仲間づくりをする。

通学合宿
年齢の異なる子どもたちが、平日に学校が終わって自宅に帰るのではなく、野外活

動施設で一緒に生活体験をすることにより、仲間づくりや人とのふれあいを深める。

少年スポーツ大会
中学生がスポーツを通じて、同じ地域の仲間との関わりを深めるとともに、他地域

の子どもたちと交流することにより、広く仲間意識を養う。

岡谷市リーダーズ

倶楽部活動

中学生・高校生のボランティアグループとして、野外活動、奉仕活動などを通じて、

地域の小中学生のリーダーとしての自己研鑽や資質の向上を図る。

地域リーダー育成

研修会

“子どもの手による子ども会づくり”の実現に向けて、各地区において子どもたち

が中心となって様々な行事が開催できるようにするため、地区子ども会育成会の指

導者や育成者を対象に研修会を６月に開催する。

「子ども会だよ

り」の発行

各地区の子ども会育成会活動の様子などを掲載し、市民に子ども会育成会活動につ

いて理解を深めてもらうことを目的として発行する。
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年齢の異なる子どもたちが、野外活動施設に宿泊しながら、家庭や学校では普段体

験できない活動を通じて、自主性や協調性を育み、仲間づくりをする。

通学合宿
年齢の異なる子どもたちが、平日に学校が終わって自宅に帰るのではなく、野外活

動施設で一緒に生活体験をすることにより、仲間づくりや人とのふれあいを深める。

少年スポーツ大会
中学生がスポーツを通じて、同じ地域の仲間との関わりを深めるとともに、他地域

の子どもたちと交流することにより、広く仲間意識を養う。

岡谷市リーダーズ

倶楽部活動

中学生・高校生のボランティアグループとして、野外活動、奉仕活動などを通じて、

地域の小中学生のリーダーとしての自己研鑽や資質の向上を図る。

地域リーダー育成

研修会

“子どもの手による子ども会づくり”の実現に向けて、各地区において子どもたち

が中心となって様々な行事が開催できるようにするため、地区子ども会育成会の指

導者や育成者を対象に研修会を６月に開催する。

「子ども会だよ

り」の発行

各地区の子ども会育成会活動の様子などを掲載し、市民に子ども会育成会活動につ

いて理解を深めてもらうことを目的として発行する。

２ 夏休み子ども交流事業

姉妹都市の東伊豆町と岡谷市の小学５・６年生が、自然体験や野外活動を通じて交流し、両市町の

絆を深めるとともに、子どもたちの協調性や人間性を養う。

平成２１年度より隔年で行き来している。今年度は、東伊豆町の小学５年生を受け入れ、岡谷市子

ども会育成連絡協議会の協力を得て、岡谷市で実施する。

・期 日 ８月１日（木）・２日（金）

・場 所 岡谷市

・内 容 スケート体験、シルクファクトおかや見学、野外炊飯等

・参 加 者 市内の小学５・６年生、東伊豆町小学５年生

・協力参加 岡谷市リーダーズ俱楽部

３ 岡谷市少年愛護センター

（ ）青少年の健全育成及び非行防止を図るため、教育委員会 生涯学習活動センターに設置｡

（ ）市長から委嘱された８６名の少年愛護委員が市街地等をパトロールして、少年の非行防止や

環境浄化活動を行っている。

（ ）令和５年度の愛護パトロール活動状況

実 施 日 数 従 事 し た 愛 護 委 員 人 数 声かけした少年

の 延 べ 人 数午 前 午 後 夜 間 計 午 前 午 後 夜 間 計

日 日 日 日 人 人 人 人 人

４ 岡谷市青少年問題協議会

岡谷市青少年問題協議会条例に基づき、青少年の補導、育成、保護及び矯正に関する総合的施策

の樹立につき必要な重要事項を調査審議することや、総合的施策の適切な実施を期するために必要

な関係行政機関及び関係団体相互の連絡調整を図ることを目的として設置している。

「青少年の健全育成」という同じ目的で活動する関係行政機関や、青少年関係団体相互の情報共有

や、課題協議の場とする。

○岡谷市青少年問題協議会委員名簿 （任期：令和 年 月 日～令和 年 月 日）

（ ）関係行政機関の職員

氏 名 団 体 名 等 備 考

中村 清一 諏訪公共職業安定所岡谷出張所 所長

小澤 健 岡谷警察署 生活安全・刑事課 課長

血脇 秀明 諏訪地域振興局 副局長

森 美奈子 諏訪児童相談所 所長

濵 元氣 岡谷市社会教育委員の会議

宮坂 享 岡谷市教育委員会 教育長

林 秀昭 岡谷市子ども教育相談センター センター長
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（ ）学識経験者

氏 名 団 体 名 等 備 考

吉池 繁夫 岡谷市区長会 上浜区

竹村 安弘 岡谷地区保護司会

今井 千枝 岡谷市民生児童委員協議会

小口 浩史 岡谷市社会福祉協議会

櫻井 洋 小学校校長会 長地小学校

守屋 守 中学校校長会 岡谷南部中学校

弓削 俊宏 高校校長代表 岡谷工業高等学校

小島 愛 小学校ＰＴＡ連合会 上の原小学校

小池 伸幸 中学校ＰＴＡ連合会 岡谷東部中学校

吉川 文子 高校ＰＴＡ連合会 岡谷工業高等学校

押野 昌俊 岡谷市子ども会育成連絡協議会

伊藤 和歌子 岡谷市女性団体連絡協議会 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ長野県第 団

鮎澤 要一 岡谷市少年愛護協議会

宮坂 宏子 公益財団法人 岡谷市スポーツ協会

西路 美智子 岡谷市更生保護女性会

両角 陽子 岡谷少年警察ボランティア協会

今井 五月 岡谷労務対策協議会

浦野 洋平 岡谷市保育園保護者会連合会

川瀬 勝敏 児童養護施設 つつじが丘学園

５ 令和６年二十歳を祝う会開催事業

期 日： 令和６年１月７日（日）（＊成人の日の前日、日曜日）

会 場： 岡谷市文化会館（カノラホール）

対 象： 平成１５年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた人で本人又は親等が

市内に在住する人

対 象 人 数 参 加 人 数 参 加 率

人 人 ％

６ 令和７年二十歳を祝う会開催事業

期 日： 令和７年１月１２日（日）（＊成人の日の前日、日曜日）

会 場： 岡谷市文化会館（カノラホール）

対 象： 平成１６年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた人で本人または親等が

市内に在住する人
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川瀬 勝敏 児童養護施設 つつじが丘学園

５ 令和６年二十歳を祝う会開催事業

期 日： 令和６年１月７日（日）（＊成人の日の前日、日曜日）
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６ 令和７年二十歳を祝う会開催事業

期 日： 令和７年１月１２日（日）（＊成人の日の前日、日曜日）
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市内に在住する人

７ 岡谷市塩嶺野外活動センター

来館者が、自然の中での野外活動や宿泊活動を通じて、豊かな情操と心身の健全育成を図るため

の「生涯学習施設」として運営している。

また、キャンプ場は、市外・県外からの利用者も多く、マレットゴルフ場も併設されており、自

然に親しむことで心身のリフレッシュを図る「レクリエーション施設」としても利用されている。

新型コロナウイルス感染症の影響により利用者は減少したが、“アフターコロナ”となる中で、

徐々に利用者数も戻ってきており、今後より一層の利用促進を図る。

【施設概要】

名 称 岡谷市塩嶺野外活動センター（開設期間： 月 日～ 月 日）

位 置 岡谷市 番地

概 要
センターハウス 着工：昭和 年 月 竣工：昭和 年 月

シャワー棟 着工：平成 年 月 日 竣工：平成 年 月 日

構造及び

使用区分

センターハウス

構造 鉄筋コンクリート造り 階建

階 事務室、ホール、広間、和室、管理人室、炊事室、

物置、便所（男・女）

階 広間 、和室 、物置、便所（男・女）

シャワー棟 鉄筋コンクリート造り平屋建て

炊事場 構造 木造平屋建て

屋外便所 構造 木造平屋建て 棟

その他 キャンプ場、広場、マレットゴルフコース ホール

床面積

センターハウス
階 ㎡ 階 ㎡ 計 ㎡

シャワー棟 ㎡ 機械室 ㎡

炊事場 ㎡

屋外便所 ㎡

倉庫 ㎡

【使用料金体系】

区 分
市内高校生

以下

市外高校生

以下

市内

一般

市外

一般

セ ン タ ー ハ ウ ス 使 用 料
人日帰り 無 料 円 円 円

人 泊 無 料 円 円 円

キャンプ場

使 用 料

日帰りキャンプ 日 円（ 人まで）※

宿 泊 キ ャ ン プ 泊 張 円※

※ 日帰りキャンプで、 人を超えて使用する場合は、 人増すごとに 円を

加算する。

※ 貸出用テントを使用する場合は、上記金額に 張 円を加算する。

シ ー ツ 等 使 用 実 費 ※ 人 円

シ ャ ワ ー 使 用 実 費 ※ 回 円

※ シーツ等使用実費は、センターハウス無料 減免 使用者から徴収し、シャワー使用実費は、

センターハウス無料 減免 使用者及びキャンプ場利用者から徴収する。
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（（５５））美美術術考考古古館館

①① 重重点点目目標標

１ 美術作品・考古資料等の展示及び案内の充実

２ ワークショップの開催等による学習活動の推進

３ 学校との連携・利用促進

４ 市民ギャラリー・交流ひろば等の利用促進

５ 資料の収集・整理・保存・調査研究・活用

６ 施設の適切な維持と管理

７ 周辺文化施設や商店街等との連携

②② 令令和和６６年年度度重重点点施施策策

１ 美術特別企画展 「小口隺甫展 自然流の書」

「髙橋貞一郎・中島覚雄 師弟展」

２ 考古企画展 「市内古墳巡りのススメ」

「諏訪史１００周年関連展示」

「謎多き顔面把手」

３ アーティスト育成展

４ 魅力あるワークショップ

５ 「岡谷市内小学校児童版画展」など学校と連携した企画展の開催

６ きつね祭り等の周辺文化施設や商店街と連携したイベントへの参加

③③ 施施設設

市立岡谷美術考古館

所 在 地 岡谷市中央町一丁目９番８号

開館年月日 昭和 年 月 日

建 物 鉄筋コンクリート 階建 ㎡

備 考
昭和 年 月 日 登録博物館として県教育委員会登録

平成 年 月 日 現在地に移転・開館

④④ 利利用用案案内内

１ 休館日 水曜日、国民の祝日の翌日（ただし、この日が休日にあたるときは開館する）

年末年始（ 月 日～ 月 日）

２ 開館時間 午前 時～午後 時

３ 入館料 一般おとな（高校生以上） 円 こども（小中学生） 円

団体（ 名以上）おとな 円 団体こども 円

ただし、特別企画展開催中は特別料金

共通入館料（美術考古館、イルフ童画館、蚕糸博物館、旧林家住宅、旧渡辺家住宅）

区 分 ２館共通券 ３館共通券 ５館共通券

一 般 円 円 円

高校生 円 円 円

中学生 円 円 円

小学生 円 円 円

年間券（おとな） 円

ただし、諏訪 市町村在住又は在学の小中学生、市内在住又は在学の高校生は無料
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（（５５））美美術術考考古古館館

①① 重重点点目目標標

１ 美術作品・考古資料等の展示及び案内の充実

２ ワークショップの開催等による学習活動の推進

３ 学校との連携・利用促進

４ 市民ギャラリー・交流ひろば等の利用促進

５ 資料の収集・整理・保存・調査研究・活用

６ 施設の適切な維持と管理

７ 周辺文化施設や商店街等との連携

②② 令令和和６６年年度度重重点点施施策策

１ 美術特別企画展 「小口隺甫展 自然流の書」

「髙橋貞一郎・中島覚雄 師弟展」

２ 考古企画展 「市内古墳巡りのススメ」

「諏訪史１００周年関連展示」

「謎多き顔面把手」

３ アーティスト育成展

４ 魅力あるワークショップ

５ 「岡谷市内小学校児童版画展」など学校と連携した企画展の開催

６ きつね祭り等の周辺文化施設や商店街と連携したイベントへの参加

③③ 施施設設

市立岡谷美術考古館

所 在 地 岡谷市中央町一丁目９番８号

開館年月日 昭和 年 月 日

建 物 鉄筋コンクリート 階建 ㎡

備 考
昭和 年 月 日 登録博物館として県教育委員会登録

平成 年 月 日 現在地に移転・開館

④④ 利利用用案案内内

１ 休館日 水曜日、国民の祝日の翌日（ただし、この日が休日にあたるときは開館する）

年末年始（ 月 日～ 月 日）

２ 開館時間 午前 時～午後 時

３ 入館料 一般おとな（高校生以上） 円 こども（小中学生） 円

団体（ 名以上）おとな 円 団体こども 円

ただし、特別企画展開催中は特別料金

共通入館料（美術考古館、イルフ童画館、蚕糸博物館、旧林家住宅、旧渡辺家住宅）

区 分 ２館共通券 ３館共通券 ５館共通券

一 般 円 円 円

高校生 円 円 円

中学生 円 円 円

小学生 円 円 円

年間券（おとな） 円

ただし、諏訪 市町村在住又は在学の小中学生、市内在住又は在学の高校生は無料
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⑤⑤ 資資 料料（（令令和和６６年年４４月月１１日日現現在在

１ 美術関係資料

作 家 名 石
膏

セ
メ
ン
ト

大
理
石

ブ
ロ
ン
ズ

木
彫

テ
ラ
コ
ッ
タ

調
塑
用
粘
土

デ
ッ
サ
ン

日
本
画

油
彩
画

水
彩
画

水
墨
画

中
国
画

工
芸 書 版

画

複
製
画

造
形
資
料

刀
剣

そ
の
他

計

武 井 直 也

武 井 斌

小 口 節 三

清 水 多 嘉 示

大 和 作 内

北 村 西 望

洞 沢 今 朝 夫

高 橋 貞 一 郎

高 橋 靖 夫

山 田 郁 夫

宮 原 麗 子

宮 原 む つ 美

杉 原 元 人

伝 狩野芳崖

宮 坂 巴 堂

岸 竹 堂

安 藤 耕 斎

川 﨑 春 彦

花 岡 哲 象

野 村 千 春

田 中 隆 夫

織 田 昇

志 村 一 男

篠 原 昭 登

中 村 一 郎

西 岡 瑞 穂

堀 内 唯 生

松 井 緑

辰 野 登 恵 子

宮 坂 昭 吉

小 平 鼎

東 郷 青 児

早 出 守 雄

林 勇

根 岸 芳 郎

中 川 紀 元

児 玉 三 鈴

天 竜 道 人

葛 新 民

小 口 正 二

浜 達 也

小 泉 親 人

小 口 稔

和 泉 湧 三

和 泉 湧 清

八 幡 郊 処

八 幡 竹 邨

津 金 寉 仙

上 條 信 山

高 浜 虚 子

三 井 親 和

下 条 康 麿 呂

太 田 谷 山

木 喰 上 人

武 井 吉 太 郎

小 口 作 太 郎

増 沢 荘 一 郎

張 懐 江

張 遠 帆

赤 壁 画 他

小口太郎ｴｽｷｰｽ

今 井 章 雄

小口隺甫 賢一

佐原永泉 久吉

宮 坂 覚 郎

和 泉 清

翠 川 昭 久

向山 伊保江

山 下 清

武 井 寿 々 子

増 沢 潔 人

花 岡 克 行
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根 岸 芳 郎

中 川 紀 元

児 玉 三 鈴

天 竜 道 人

葛 新 民

小 口 正 二

浜 達 也

小 泉 親 人

小 口 稔

和 泉 湧 三

和 泉 湧 清

八 幡 郊 処

八 幡 竹 邨

津 金 寉 仙

上 條 信 山

高 浜 虚 子

三 井 親 和

下 条 康 麿 呂

太 田 谷 山

木 喰 上 人

武 井 吉 太 郎

小 口 作 太 郎

増 沢 荘 一 郎

張 懐 江

張 遠 帆

赤 壁 画 他

小口太郎ｴｽｷｰｽ

今 井 章 雄

小口隺甫 賢一

佐原永泉 久吉

宮 坂 覚 郎

和 泉 清

翠 川 昭 久

向山 伊保江

山 下 清

武 井 寿 々 子

増 沢 潔 人

花 岡 克 行
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作 者 不 詳

計

２ 考古関係資料

種 類 縄文時代 弥生時代 古墳時代以降 計

点 点 点 点

土 器

土 製 品

石 器

金 属 器

レ プ リ カ

計

・八幡一郎関係資料

種 類 点 数 種 類 点 数 種 類 点 数

著 書 歴 史 一 般 美 術

考 古 遺 跡 地 図 雑 誌 類

民 族 辞 典 類 そ の 他

民 俗 報 告 書 計

３ 民俗関係資料

種 類 点 数 種 類 点 数

衣 ･ 食 ･ 住 民 俗 知 識

生 産 生 業 民俗 ･芸能 ･娯楽 ･遊戯

交 通 ･ 運 輸 ･ 通 信 人 の 一 生 通 過 儀 礼

交 易 年 中 行 事

社 会 生 活 そ の 他

信 仰 計

⑥⑥ 利利用用状状況況 令令和和 年年度度

１ 全入館者数 開館日数 日 ※令和 年 月 日～令和 年 月 日

個 人 団 体 年間券

（販売数）

共通券

（販売数）

減 免

割 引

入館者

小中学生

等 無 料

入 館 者

入館者

合 計

入館料

合 計高校生

以 上
小中学生

高校生

以 上
小中学生

人 人 人 人 人 人 人 人 人 円

（ ） （ ）
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⑦⑦ 令令和和６６年年度度 主主要要事事業業

事業名 事 業 概 要 実施月日 等

美 術 考 古 館

管 理 事 業

・美術考古館の管理運営

・美術考古関係発刊図書の販売・ミュージアムグッズの販売

・美術・考古資料の整理・保存・調査研究・活用

・地元出身作家等の作品の収集

・周辺文化施設や商店街等との連携

年間

学 習 事 業

・体験学習スペースでの考古体験

・各保育園、小・中学校と連携した美術表現・考古学習に係わる

ワークショップの開催

・美術・考古に気軽に触れるワークショップの開催

・展示室見学の際の展示解説などの学習支援

・縄文時代復元家屋の活用

各保育園、小・中学校の

ワークショップは依頼を

受け対応

展 示 事 業

・美術展示

収蔵作品展Ⅰ「新収蔵作品展」

収蔵作品展Ⅱ「新収蔵作品展」

・企画展示、交流ひろば展示

「小さくてもいいじゃないかーみんなのミニチュア作品展」

収蔵作家、収蔵作品紹介

・考古展示

縄文時代から平安時代までの通史展示

国重要文化財顔面把手付深鉢形土器・岡谷市指定文化財

壺を持つ妊婦土偶など

・アーティスト育成展示

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

随時

年間

月 日～ 月 日

企画展等開催

事 業

・美術特別企画展

「小口隺甫展 自然流の書」

「髙橋貞一郎・中島覚雄 師弟展」（前期）

〃 （後期）

・考古企画展

「市内古墳巡りのススメ」

「諏訪史１００周年関連展示」

「謎多き顔面把手」

・考古関連講演会

演題：「高松塚古墳のいま・むかし 古墳壁画を未来につなぐ 」

演題：「博物館はどんなところ？」

・美術企画展

「岡谷市内小学校児童版画展」

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月～ 月

月～ 月

月～ 月

月 日 カノラホール

月 日 東部中学校

月 日～ 月 日
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（（６６））文文化化財財

①① 重重点点目目標標

国・長野県・岡谷市から指定された文化財の保護と活用

②② 令令和和６６年年度度重重点点施施策策

１ 常時一般公開を行っている製糸関連文化施設である旧林家住宅について、来館者の安全性や

良好な保存管理を引き続き行う。

２ 個人住宅等小規模開発事業に先立つ遺跡の試掘、発掘調査による埋蔵文化財の保護と保存。

３ 旧渡辺家住宅及び旧山一林組製糸事務所の管理事業。

③③ 岡岡谷谷市市文文化化財財保保護護審審議議会会委委員員

会 長 宮坂 春夫 職務代理 熊澤 祥吉

（令和 年 月 日）

氏 名 就任年月日 任 期

宮坂 正博 令和 令和

熊澤 祥吉 令和  令和  
武居 薫 令和  令和  
宮坂 春夫 令和  令和  
味澤 宏重 令和  令和  
向山 伊保江 令和  令和  

④④ 施施設設

名 称 所 在 地 開 館 年 月 日

旧渡辺家住宅 岡谷市長地柴宮三丁目 平成

１ 休館日 月・木・金曜日、 月 日から翌年の 月 日まで

２ 入館料 ・一般高校生以上 円、小中学生 円、

高校生以上の団体（ 人以上） 円

小中学生 円。ただし、諏訪６市町村在住又は在学の小中学生、市内在住又は在学

の高校生は無料。

・共通入館券（旧渡辺家住宅、旧林家住宅、岡谷美術考古館、岡谷蚕糸博物館、

イルフ童画館）

５館入館券 一般 円、高校生 円、

中学生 円、小学生 円

３館入館券 一般 円、高校生 円、

中学生 円、小学生 円

２館入館券 一般 円、高校生 円、

中学生 円、小学生 円

名 称 所 在 地 開 館 年 月 日

旧林家住宅 岡谷市御倉町 平成
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②②　　岡岡谷谷市市ススポポーーツツ協協会会支支援援関関連連事事業業
・市民スポーツ普及事業（加盟団体主催大会等）

事　業　名 会　　場

第79回国民スポーツ大会兼第43回学童春季大会 市営岡谷球場

第68回高松宮賜杯軟式野球大会 市営岡谷球場

第54回中部日本地区選抜野球 市営岡谷球場

第74回東海五県軟式野球大会予選 市営岡谷球場

第16回全日本少年春季軟式野球大会予選 市営岡谷球場

東日本軟式野球大会予選 市営岡谷球場

社会保険軟式野球大会 市営岡谷球場

東伊豆交流軟式野球大会 市営岡谷球場

第69回高松宮賜杯軟式野球大会 市営岡谷球場

第42回全日本少年軟式野球大会（中学） 市営岡谷球場

第1回岡谷支部学童新人軟式野球大会 市営岡谷球場

第11回岡谷CL兼80回天皇賜杯軟式野球大会 市営岡谷球場

中部日本6人制総合男女選手権大会高校の部 市民総合体育館

第5回小学生バレーボール練成会 市民総合体育館

第27回ヤングクラブ男女優勝大会長野県予選会 市民総合体育館

第14回れっちゃん杯諏訪大会 市民総合体育館

第10回全日本9人制女子バレーボールセカンドリーグ 市民総合体育館

諏訪地方小学生バレーボール交流大会 市民総合体育館

市内小学生陸上競技記録会（前期） 湖畔広場

市内小学生陸上競技記録会（後期） 湖畔広場

諏訪湖お盆駅伝inOKAYA 湖畔広場

県ソフトテニス岡谷大会 市営庭球場

国スポ少年少女第2次南信選考会 市営庭球場

協会活活部春季大会 市営庭球場

第3回岡谷市チーム対抗ソフトテニス戦 市営庭球場

協会早起き夏季大会 市営庭球場

岡谷市ソフトテニス選手権大会 市営庭球場

岡谷市レディースソフトテニス大会 市営庭球場

協会活活部秋季大会 市営庭球場

早起きソフトテニス秋季大会 市営庭球場

協会納会大会 市営庭球場

2024年度岡谷ジュニア春季選手権大会 市営庭球場

2024年度長野県岡谷テニス大会（混） 市営庭球場

第53回長野県岡谷テニス大会(S) 市営庭球場

2024年度岡谷市テニス協会杯トーナメント大会 市営庭球場

2024年度長野県岡谷テニス大会（S） 市営庭球場

第30回岡谷オープンミックステニス大会 市営庭球場

2024年度テニス感謝祭 市営庭球場

第43回岡谷ジュニアオープンテニス大会 市営庭球場

2024年長野県岡谷テニス大会（D） 市営庭球場

岡谷市テニス協会交流会 市営庭球場

県ホープス全国大会予選会 市民総合体育館

県レディース（硬式） 市民総合体育館

夏季スーパーカップ卓球大会 市民総合体育館

県ダブルスチームカップ卓球大会 市民総合体育館

県レディース（ラージボール） 市民総合体育館

県ラージボール選手権 市民総合体育館

春季スーパーカップ卓球大会 市民総合体育館

ジュニアバスケットボール大会 市民総合体育館

諏訪地区フレッシュミニバスケットボール大会 市民総合体育館

ミニバスケットボールスワコサマーフェスタ 市民総合体育館

県南信リーグ戦 市民総合体育館

ジュニアバスケットボール開講式 市民総合体育館

アンダー12新人ミニバスケットボール大会 市民総合体育館

県社会人バスケットボールオープン・オーバーリーグ戦 市民総合体育館

全日本社会人バスケットボール選手権大会県予選会 市民総合体育館

ジュニア岡谷カップバスケットボール大会（男子） 市民総合体育館

ジュニア岡谷カップバスケットボール大会（女子） 市民総合体育館

県ミニバスケットボールU11中南信交歓大会 市民総合体育館

県社会人バスケットボールフレンドリーリーグ戦 市民総合体育館

第34回長野日報杯ソフトボール大会 川岸スポーツ広場

岡谷市民女子秋季ソフトボール大会 川岸スポーツ広場

諏訪地区シニア大会・第38回女子大会 川岸スポーツ広場

県下弓道岡谷大会 市民総合体育館

第37回春季岡谷屋内選手権水泳競技大会 市民水泳プール

第13回秋季岡谷屋内選手権水泳競技大会 市民水泳プール
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（（４４））ススポポーーツツ関関係係団団体体等等
①①　　岡岡谷谷市市ススポポーーツツ推推進進委委員員

（委員長：田中　仁之、副委員長：柴田　晴美、赤池　高）

有賀　裕信 昭和52.11. 1 令和 8. 3.31 柔道、レクリエーション

小口　道代 平成16. 4. 1 令和 8. 3.31 レクリエーション、ニュースポーツ

古畑　正文 平成24. 4. 1 令和 8. 3.31 バレーボール、トレッキング

花岡　ひとみ 平成24. 4. 1 令和 8. 3.31 ソフトテニス

今井　美恵子 平成26. 4. 1 令和 8. 3.31 エースドッジボール

田中　仁之 平成26. 4. 1 令和 8. 3.31 ソフトテニス

柴田　晴美 平成26. 4. 1 令和 8. 3.31 バレーボール、ソフトバレーボール

赤池　高 平成28. 4. 1 令和 8. 3.31 陸上競技

小口　智弘 令和 2. 4. 1 令和 8. 3.31 ウォーキング

市川　久司 令和 4. 4. 1 令和 8. 3.31 合氣道、スキー

松井　英純 令和 6. 4. 1 令和 8. 3.31 剣道

小口　紀和 令和 6. 4. 1 令和 8. 3.31 テニス

伊藤　幹恵 令和 6. 4. 1 令和 8. 3.31 陸上競技

②②　　ススポポーーツツ団団体体

（（５５））令令和和６６年年度度ススポポーーツツ教教室室
①①　　ススポポーーツツ教教室室

　　○○少少年年ススポポーーツツ教教室室

小3～小6 岡谷田中小学校

小1～小6 岡谷田中小学校

小2～中3 市営庭球場

小1～中3 市民総合体育館

小4～中3 市営庭球場

小4～中3 市民総合体育館

小1～小6 市民総合体育館

小3～小6 市民総合体育館

小中学生 市民総合体育館

小中学生 市民総合体育館

　　○○女女性性ススポポーーツツ教教室室

ヨガ 8～10月 市民総合体育館

キックボクシングエクササイズ 10～11月 市民総合体育館

　　○○一一般般ススポポーーツツ教教室室

　ゴルフ 5～7月 みどり湖ゴルフセンター

　アクアビクス水中運動 6～7月 市民水泳プール

　　○○市市民民全全般般ススポポーーツツ教教室室

回数 定員

柔道 市民総合体育館

卓球 市民総合体育館

ソフトバレーボール 市民総合体育館

　　○○託託児児付付ききススポポーーツツ教教室室

回数 定員

ママスポ広場　ヨガ 市民総合体育館

開催期間教　　室　　名

開催期間

開催期間

教　　室　　名

8回

8回

8回

30人

30人

40人

100人

教　　室　　名

教　　室　　名 会　　　場

会　　　場

会　　　場

計　

フットサル

5回

8回

24回

 　5～7月

会　　　場

計　

小中学生バレーボールクリニック      7月 1回

小中学生バレーボール国スポ強化クリニック      3月 1回

開催期間

 　9～11月

 　11～1月

定員

22人

530人

8回 20人

20人

20人

40人

回数

10回

定員

8回

8回

16回

回数

 6回 15人

1～3月

就任年月日 任　　期

72回

開催期間

5～8月

5～6月

5～7月

5～6月

5～6月

　 6月

   7月

　 8～11月

  1～2月

  4～5月

計　

小中学生剣道

小中学生テニス

得　意　種　目

岡谷市スポーツ少年団 宇治　浩 　９団体

小学生バレーボール

氏　　名

多種目スポーツ体験教室

8回

回数

小学生バスケットボール

名　　　称

公益財団法人岡谷市スポーツ協会

教　　室　　名 定員

備　　　考

競技団体31、区スポ協10、地区スポ協3

野球5、剣道1、バレーボール2、
ソフトテニス1

会　　　場

代表者氏名

武井　富美男 ４４団体

構成団体

50人

対　象

70人

40人8回

30人5回

30人6回

40人

40人

40人

30人

30人

8回

8回

100人

水泳
2回目

1回目 7回

7回

30人

市民水泳プール小1～小4

バドミントン

ソフトテニス
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（（４４））ススポポーーツツ関関係係団団体体等等
①①　　岡岡谷谷市市ススポポーーツツ推推進進委委員員

（委員長：田中　仁之、副委員長：柴田　晴美、赤池　高）

有賀　裕信 昭和52.11. 1 令和 8. 3.31 柔道、レクリエーション

小口　道代 平成16. 4. 1 令和 8. 3.31 レクリエーション、ニュースポーツ

古畑　正文 平成24. 4. 1 令和 8. 3.31 バレーボール、トレッキング

花岡　ひとみ 平成24. 4. 1 令和 8. 3.31 ソフトテニス

今井　美恵子 平成26. 4. 1 令和 8. 3.31 エースドッジボール

田中　仁之 平成26. 4. 1 令和 8. 3.31 ソフトテニス

柴田　晴美 平成26. 4. 1 令和 8. 3.31 バレーボール、ソフトバレーボール

赤池　高 平成28. 4. 1 令和 8. 3.31 陸上競技

小口　智弘 令和 2. 4. 1 令和 8. 3.31 ウォーキング

市川　久司 令和 4. 4. 1 令和 8. 3.31 合氣道、スキー

松井　英純 令和 6. 4. 1 令和 8. 3.31 剣道

小口　紀和 令和 6. 4. 1 令和 8. 3.31 テニス

伊藤　幹恵 令和 6. 4. 1 令和 8. 3.31 陸上競技

②②　　ススポポーーツツ団団体体

（（５５））令令和和６６年年度度ススポポーーツツ教教室室
①①　　ススポポーーツツ教教室室

　　○○少少年年ススポポーーツツ教教室室

小3～小6 岡谷田中小学校

小1～小6 岡谷田中小学校

小2～中3 市営庭球場

小1～中3 市民総合体育館

小4～中3 市営庭球場

小4～中3 市民総合体育館

小1～小6 市民総合体育館

小3～小6 市民総合体育館

小中学生 市民総合体育館

小中学生 市民総合体育館

　　○○女女性性ススポポーーツツ教教室室

ヨガ 8～10月 市民総合体育館

キックボクシングエクササイズ 10～11月 市民総合体育館

　　○○一一般般ススポポーーツツ教教室室

　ゴルフ 5～7月 みどり湖ゴルフセンター

　アクアビクス水中運動 6～7月 市民水泳プール

　　○○市市民民全全般般ススポポーーツツ教教室室

回数 定員

柔道 市民総合体育館

卓球 市民総合体育館

ソフトバレーボール 市民総合体育館

　　○○託託児児付付ききススポポーーツツ教教室室

回数 定員

ママスポ広場　ヨガ 市民総合体育館

開催期間教　　室　　名

開催期間

開催期間

教　　室　　名

8回

8回

8回

30人

30人

40人

100人

教　　室　　名

教　　室　　名 会　　　場

会　　　場

会　　　場

計　

フットサル

5回

8回

24回

 　5～7月

会　　　場

計　

小中学生バレーボールクリニック      7月 1回

小中学生バレーボール国スポ強化クリニック      3月 1回

開催期間

 　9～11月

 　11～1月

定員

22人

530人

8回 20人

20人

20人

40人

回数

10回

定員

8回

8回

16回

回数

 6回 15人

1～3月

就任年月日 任　　期

72回

開催期間

5～8月

5～6月

5～7月

5～6月

5～6月

　 6月

   7月

　 8～11月

  1～2月

  4～5月

計　

小中学生剣道

小中学生テニス

得　意　種　目

岡谷市スポーツ少年団 宇治　浩 　９団体

小学生バレーボール

氏　　名

多種目スポーツ体験教室

8回

回数

小学生バスケットボール

名　　　称

公益財団法人岡谷市スポーツ協会

教　　室　　名 定員

備　　　考

競技団体31、区スポ協10、地区スポ協3

野球5、剣道1、バレーボール2、
ソフトテニス1

会　　　場

代表者氏名

武井　富美男 ４４団体

構成団体

50人

対　象

70人

40人8回

30人5回

30人6回

40人

40人

40人

30人

30人

8回

8回

100人

水泳
2回目

1回目 7回

7回

30人

市民水泳プール小1～小4

バドミントン

ソフトテニス
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②②　　おおかかややキキッッズズ体体育育塾塾

回数 定員

前期（２クラス）

後期（２クラス） 年長～小3 10～12月

③③　　おおかかややフファァミミリリーーススポポーーツツププロロググララムム

親子でバスケット体験 小1～小6 市民総合体育館

親子でバドミントン体験 小1～小6 市民総合体育館

親子でナイター野球体験 小1～小6 市営岡谷球場

親子でサッカー体験 年長～小6 湖畔広場

親子で卓球体験 小1～小6 市民総合体育館

④④　　大大人人ののたためめののススロローージジョョググ教教室室

回数 定員

6回

⑤⑤　　ススケケーートト教教室室

　　○○多多種種目目ススケケーートト教教室室

スケート教室  小1～一般 10～11月  やまびこアイスアリーナ

アイスホッケー教室  小1～中3 12月  やまびこアイスアリーナ

カーリング教室  市民全般 11～2月  やまびこアイスアリーナ

　　○○おおかかややススピピーードドススケケーートトトトーータタルルササポポーートトククララブブ

初心者～上級者コース 小1～小6 7～2月

アスリートコース 小3～中3 6～2月

　　○○親親子子でで氷氷上上運運動動会会

親子で氷上運動会 年少～小3 11月上旬  やまびこアイスアリーナ

対象(親子)

開催期間

開催期間

開催期間

開催期間

開催期間

計　

教　　室　　名 会　　　場

会　　　場

会　　　場

会　　　場

会　　　場

学校体育館ほか

教　　室　　名

7月13日

回数

30回

50回

80回

6月16日

8月3日

9月29日

2月16日

 やまびこ国際スケート
 センターほか

計　

計　

1回

1回

1回

教　　室　　名 対　象

1回

教　　室　　名 対　象

概ね25～65歳
 やまびこ国際スケート
 センターほか

9回

大人のためのスロージョグ教室 4～7月

40人

120人

3回

対　象

対　象

開催期間 会　　　場

対象(親子)

小1～小4

25組

50組

50組

225組

50組

50組

定員

各10回

各10回

25人

   5～7月

50組

教　　室　　名

定員教　　室　　名

1回

80人

回数

計　

50人

定員

30人

4回

2回

1回

5回

回数

各25人

各25人

100人40回

回数 定員

30人

50人
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②②　　おおかかややキキッッズズ体体育育塾塾

回数 定員

前期（２クラス）

後期（２クラス） 年長～小3 10～12月

③③　　おおかかややフファァミミリリーーススポポーーツツププロロググララムム

親子でバスケット体験 小1～小6 市民総合体育館

親子でバドミントン体験 小1～小6 市民総合体育館

親子でナイター野球体験 小1～小6 市営岡谷球場

親子でサッカー体験 年長～小6 湖畔広場

親子で卓球体験 小1～小6 市民総合体育館

④④　　大大人人ののたためめののススロローージジョョググ教教室室

回数 定員

6回

⑤⑤　　ススケケーートト教教室室

　　○○多多種種目目ススケケーートト教教室室

スケート教室  小1～一般 10～11月  やまびこアイスアリーナ

アイスホッケー教室  小1～中3 12月  やまびこアイスアリーナ

カーリング教室  市民全般 11～2月  やまびこアイスアリーナ

　　○○おおかかややススピピーードドススケケーートトトトーータタルルササポポーートトククララブブ

初心者～上級者コース 小1～小6 7～2月

アスリートコース 小3～中3 6～2月

　　○○親親子子でで氷氷上上運運動動会会

親子で氷上運動会 年少～小3 11月上旬  やまびこアイスアリーナ

対象(親子)

開催期間

開催期間

開催期間

開催期間

開催期間

計　

教　　室　　名 会　　　場

会　　　場

会　　　場

会　　　場

会　　　場

学校体育館ほか

教　　室　　名

7月13日

回数

30回

50回

80回

6月16日

8月3日

9月29日

2月16日

 やまびこ国際スケート
 センターほか

計　

計　

1回

1回

1回

教　　室　　名 対　象

1回

教　　室　　名 対　象

概ね25～65歳
 やまびこ国際スケート
 センターほか

9回

大人のためのスロージョグ教室 4～7月

40人

120人

3回

対　象

対　象

開催期間 会　　　場

対象(親子)

小1～小4

25組

50組

50組

225組

50組

50組

定員

各10回

各10回

25人

   5～7月

50組

教　　室　　名

定員教　　室　　名

1回

80人

回数

計　

50人

定員

30人

4回

2回

1回

5回

回数

各25人

各25人

100人40回

回数 定員

30人

50人

（（６６））ススポポーーツツ施施設設のの月月別別利利用用状状況況（（令令和和55年年度度））
①①　　市市営営岡岡谷谷球球場場

全面 半面

▲ 4.0 ▲ 16

②②　　岡岡谷谷市市営営庭庭球球場場

うち小中無料 300㏓ 500㏓ 小中 一般

▲ 351 ▲ 3 ▲ 1,178

③③　　岡岡谷谷市市民民湖湖畔畔広広場場

区　分
専用使用(ｈ) 照明施設(ｈ) 放送

設備
（件）

用具

（件）
全面 半面 野球

6月

ソフトボール

7月

4月

5月

10月

11月

8月

9月

3月

照明（ｈ） 通年使用券件

小中学生 一般

増減 ▲ 73.5 ▲ 9.5

5年度

4年度

4月

5月

区 分
開場
日数

専用使用
（ｈ）

個人使用（人）

8月

9月

6月

7月

12月

1月

10月

11月

2月 利用者数
（人）3月

用具
（件）全　面 半　面

5年度

4年度

4月

5月

増減 ▲ 186.0 ▲ 75

区　分
専用使用（ｈ）

8月

9月

6月

7月

10月

11月

利用者数
（人）

利用者数
（人）

増減 ▲ 17.0 ▲ 136.5 ▲ 2

4年度

5年度

2月

3月
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④④　　岡岡谷谷市市民民川川岸岸ススポポーーツツ広広場場

⑤⑤　　岡岡谷谷市市ややままびびここ国国際際ススケケーートトセセンンタターー（（屋屋外外４４００００ｍｍリリンンクク））

日 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

▲ 997

⑥⑥　　岡岡谷谷市市学学校校体体育育施施設設

小学校

神明小

小井川小

岡谷田中小

湊小

川岸小

長地小

上の原小

中学校

岡谷北部中

岡谷南部中

岡谷東部中

岡谷西部中

区分
専用使用(ｈ) 照明施設(ｈ)

用　具
全面 半面 ソフト全面 ソフト半面 サッカー

5月

4月

7月

6月

9月

8月

11月

10月

5年度

3月

2月

利用者数

増減 ▲ 195.0 ▲ 10.0 ▲ 5.0

4年度

　以下 うち市内 市内 市外

11月

開場
日数

一般 高校生
　中学生 学校授業

入場者

1月

12月

増減 ▲ 1 ▲ 83 ▲ 114 ▲ 336

4年度

▲ 65 ▲ 260 ▲ 109 ▲ 228 ▲ 767

―

―

―

―

―

―

―

―

―

4年度

区分
大会
合宿

無料
滑走

5年度

2月

区分
体育館 校　庭

専用使用 照明施設 専用使用 照明施設

増減

5年度

利用者数
（人）

利用者数
（人）
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④④　　岡岡谷谷市市民民川川岸岸ススポポーーツツ広広場場

⑤⑤　　岡岡谷谷市市ややままびびここ国国際際ススケケーートトセセンンタターー（（屋屋外外４４００００ｍｍリリンンクク））

日 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

▲ 997

⑥⑥　　岡岡谷谷市市学学校校体体育育施施設設

小学校

神明小

小井川小

岡谷田中小

湊小

川岸小

長地小

上の原小

中学校

岡谷北部中

岡谷南部中

岡谷東部中

岡谷西部中

区分
専用使用(ｈ) 照明施設(ｈ)

用　具
全面 半面 ソフト全面 ソフト半面 サッカー

5月

4月

7月

6月

9月

8月

11月

10月

5年度

3月

2月

利用者数

増減 ▲ 195.0 ▲ 10.0 ▲ 5.0

4年度

　以下 うち市内 市内 市外

11月

開場
日数

一般 高校生
　中学生 学校授業

入場者

1月

12月

増減 ▲ 1 ▲ 83 ▲ 114 ▲ 336

4年度

▲ 65 ▲ 260 ▲ 109 ▲ 228 ▲ 767

―

―

―

―

―

―

―

―

―

4年度

区分
大会
合宿

無料
滑走

5年度

2月

区分
体育館 校　庭

専用使用 照明施設 専用使用 照明施設

増減

5年度

利用者数
（人）

利用者数
（人）

⑦⑦　　岡岡谷谷市市民民総総合合体体育育館館

○利用者数

区　　分

件数(件) 人数(人) 小中学生 一　般 無　料 合　計 小中学生 一　般 合　計

バレーボール

ソフトバレーボール

バスケットボール

バドミントン

エースドッジボール

卓球 ▲ 2,156

テニス

ソフトテニス

ヨガ

新体操

太極拳

体操 ▲ 418

吹き矢

ダンス

エアロビクス

ピラティス

柔道

剣道

空手

合気道

弓道 ▲ 20

トレーニング

綱引き ▲ 230

フットサル

大会（工業メッセ含む）

その他 ▲ 2,230

幼児体育室

5年度

4年度

増減 ▲ 218

○施設使用件数等

専用使用 照明 設備 用具

(件) (件)

5年度

4年度

増減

専用使用 個人使用(人) 回数券使用(人) 5年度
人数
合計

4年度
人数
合計

増減

項　目
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⑧⑧　　岡岡谷谷市市民民水水泳泳ププーールル

小中学生 一般
市内小中

無料
人 人 人 人 件 件

※※参参考考：：令令和和５５年年度度  無無料料利利用用者者数数

利用者数
(人)

岡谷市民総合体育館

岡谷市営庭球場

岡谷市民水泳プール

岡谷市やまびこ国際スケートセンター

岡谷市やまびこアリーナ

区　分
開場
日数

コース
専用使用

個人使用 回数券

その他
無料

小中学生 一般

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月 利用者数
（人）3月

5年度

4年度

市内小中学生

増減 ▲ 2

備　考

市内小中学生、幼児体育室等

施　設　名

市内小中学生

市内中学生以下

市内中学生以下

合　　計

姉　妹　都　市
マウント・プレザント市（アメリカ合衆国ミシガン州） 昭和 40 年６月提携

富　岡　市　（群馬県） 昭和 47 年10月提携

玉　野　市　（岡山県） 昭和 55 年10月提携

東 伊 豆 町　（静岡県賀茂郡） 昭和 60 年３月提携

市章　（昭和 11 年５月９日制定）

○市 章 ○市木・市花

　線の太さは直径の 1/10、上下円弧は同形、中心水平の位

置に線の太さの 1/2 の間隔を置く。上半円は岡、下半円は谷

を表し、上下半円が協力円満な市の発展を表現しています。

（昭和 51 年７月１日指定）

令和６年度　岡谷市教育要覧
（－2024－）

編　　集
及び発行

岡谷市教育委員会
岡 谷 市 幸 町８番１号
TEL（０２６６）２３－４８１１
FAX（０２２６）２４－２７５５

表紙
「みんなとパンをたべるのっておいしいね」
　 小井川小学校 1年生
   　芦田川　璃珠さんの作品
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